
平

安

時

代

前

期

キ

制

度

の

変

遷

中

期

に

お

け

る

キ

サ

伊

藤

圭

乃

子

は
じ
め
に

後

宮

政

策

は

ど

の

時

代

に

も

行

わ

れ

て

き

た

こ

と

で

あ

る

が

、

特

に

平

安

時

代

の

政

治

史

を

考

え

る

上

で

、

藤

原

氏

等

が

と

っ

た

後

宮

政

策

の

持

つ

窓

味

は

大

き

い

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

後

釘

政

策

の

民

終

日

的

は

天

皇

の

外

戚

と

な

り

、

権

力

を

強

化

し

て

い

く

こ

と

に

あ

る

が

、

そ

の

過

程

に

お

け

る

入

内

し

た

女

子

の

立

后

は

当

時

の

貴

族

達

に

と

っ

て

も

重

要

な

も

の

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

と

と

ろ

で

こ

の

「

烹

后
L

の

持

つ

怠

味

は

、

平

安

時

代

を

通

じ

て

変

化

し

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

平

安

時

代

の

L
U
后

の

諸

事

情

を

所

牛

皇

子

の

立

太

子

と

の

関

係

な

ど

か

ら

考

察

し

、

L
U
后

の

持

つ

意

味

の

変

遷

を

と

ら

え

て

い

き

た

い

と

思

う

。

な

お

、

考

察

の

対

象
は
、
光
仁
後
宮
か
ら
後
：
条
後
宮
ま
で
の
ご
十
一
て
後
宮
と
し
た
。

立

后

の

特

徴

光
仁
後
日
か
ら
後
一
三
条
後
宮
ま
で
の
三
十
三
後
常
に
は
、
光
ト
十
円
E

后
井
上
内
親
王
か
ら
後
．
一
一
条
皇
后
馨
子
内
親
王
ま
で
、
立
后
、
か
A

一
十

一
二
例
見
ら
れ
る
。
て
」
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
一
で
あ
る
。
こ
の

表

か

ら

、

以

ド

の

五

つ

の

特

徴

が

指

摘

で

き

る

c

①
光
仁
後
宮
か
ら
淳
和
後
宮
ま
で
の
立
町
者
間
名
に
は
、
し
は
后
w
J

時
す
で
に
所
生
皇
子
が
あ
る
。

＠

光

仁

後

宮

か

ら

浮

和

後

宮

ま

で

の

立

后

者

向

名

は

、

そ

れ

程

大

き

な

後

見

力

を

持

た

な

い

。

（

男

子

出

生

告

が

複

数

い

る

場

合

は

、

後

見

力

の

大

き

な

女

子

が

立

市

し

て

い

る

。

）

③
仁
明
後
宮
か
ら
宇
多
後
宮
ま
で
の
六
後
宮
は
、
宗
一
前
不
在
で
あ

る
。

④
冷
泉
後
宮
か
ら
後
一
二
条
後
宮
ま
で
の
立
信
者
十
四
名
の
う
ち
一
十

e

－
名
に
は
、

L
V
市

当

時

所

生

皇

子

が

な

い

ο

⑤
冷
泉
後
汚
か
ら
後
－
一
条
後
山
首
ま
で
は
、

L
U
后

で

き

る

状

態

に

な

り

次

第
L

比
一
灯
し
て
い
る
。

⑥
冷
泉
後
宮
か
ら
後
一
二
条
後
宮
ま
で
の
立
后
者
十
四
名
の
う
ち
十

三
名
は
、

L
U
訂
正
J

時
大
き
な
後
見
力
を
持
つ
。

以
上
よ
り
、
光
仁
後
（
円
か
ら
後
二
一
条
後
宵
ま
で
の
－
十
一
一
後
宮
を
次

の

瓦

つ

の

時

期

に

大

別

し

、

考

察

を

進

め

て

い

き

た

い

と

思

う

。

↑

－

該

当

す

る

後

宮

一

特

徴

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

－

－

－

－

l
 

一
第
一
期
一
光
仁
後
宮

1
淳
和
後
宮
一
男
子
同
午
者
が
し
は
后
・
後
見
一

力
小

「
，
第
二
冊
一
じ
明
後
点
目
ベ
パ
宇
少
佐

γH
．

「
L
iコ
い
行
不
在
期
一

i

一

第

一

二

期

一

一

醍

醐

後

山

高

特

別

な

事

情

に

よ

る

t
札
口
川

第

四

期

一

朱

雀

・

村

上

後

宮

男

子

出

生

計

が

立

后

・

後

見

力
大
立
后
で
き
る
状
態
に
な
り
次

第
立
町
・
後
見
力
大

立

后

に

関

す

る

考

察

22 -



第
一
期
の
し
忙
后
は
、
光
仁
後
宵
（
井
上
内
親
王
）
・
和
式
後
山
岳

（
藤
原
乙
牟
漏
）
・
嵯
峨
後
宮
（
橘
嘉
符
子
）
・
淳
和
後
日
（
正
子

内
親
王
）
の
四
例
で
あ
る
。
（
贈
山
日
一
加
を
除
く
。
）
こ
の
間
例
の
立

市
の
特
徴
と
し
て
、
全
員
に
立
后
当
時
、
所
生
皇

f
が
あ
る
こ
と
を

挙
げ
た
が
、
井
上
内
親
王
所
生
の
他
戸
皇
子
は
内
親
王
立
后
の
羽
立
年
、

乙
牟
漏
所
生
の
安
殿
親
王
（
後
の
平
城
常
）
は
乙
牟
漏

zu
后
の
一
」
午

後
と
、
そ
れ
ぞ
れ
生
母
の
し
比
后
後
近
い
時
点
で
し
は
太
子
し
て
い
る
。

橘
嘉
智
子
所
生
の
正
良
親
王
（
後
の
仁
明
帝
）
は
、
嘉
智
子
L
V
一
后
の

八
年
後
、
当
時
東
宮
で
あ
っ
た
咋
和
帝
が
即
位
し
た
直
後
に
立
太
子

し
て
お
り
、
正
子
内
親
王
所
生
の
恒
点
一
親
王
も
内
親
王
立
后
の
六
年

後
、
当
時
東
（
円
で
あ
っ
た
仁
明
帝
の
即
位
直
後
に
し
は
太
子
し
て
い
る
。

生
母
の
立
后
の
時
期
と
の
比
較
に
お
い
て
正
良
親
王
・
制
点
親
王
の

し
札
太
子
が
、
他
戸
親
王
・
安
殿
親
王
と
比
べ
遅
い
の
は
、
小
し
母
z
止
后

当
時
、
東
宮
が
す
で
に
い
た
た
め
で
あ
り
、
ト
泉
｛
い
い
が
即
位
し
て
立
太

子
で
き
る
状
態
に
な
り
次
第
立
太
子
し
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
第
一

期
の
な
后
は
、
所
生
皇
子
の
立
太
子
の
前
段
階
と
し
て
の
性
格
の
強

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
立
后
で
き
る
の
は
男
子
出
生
者
に
限

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
以
ド
の
牟
一
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

①
和
武
後
百
に
血
筋
の
良
い
桝
人
内
親
王
（
令
の
規
定
に
お
い
て

は
、
立
后
年
刊
は
皇
后
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
内
親
王
は
す
一
后
に
最
も
適
当
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
）
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臣
下
で
あ

る
藤
原
乙
牟
漏
が
立
后
し
て
い
る
。

＠
平
城
後
宮
に
血
筋
の
良
い
朝
原
内
親
王
や
大
宅
内
親
王
が
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
も
し
以
后
し
て
い
な
い
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
光
十
朝
以
前
の
立
后
者
は
ほ
と
ん
ど

が
内
親
王
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
百
で
あ
り
、
日
ド
の
立
后
は
聖
武
後

自
の
厳
原
光
明
子
た
だ
一
例
で
あ
る
。
光
明
子
の
立
后
は
そ
の
後
宮

に

内

親

王

及

び

そ

れ

に

準

ず

る

行

が

人

も

い

な

い

と

い

う

条

件

ド

、一」

第

期

の

立

后

に

関

す

る

考

察

が第力たし見｛： 者 れ女ら立例えで葛わ内 考酒と 1E優宮あ言例るりで
ーの場て力後なでこるらの后はてあ井れ視⑨え人思統るにつえとよ

の
↓
，
点
か
ら
も
、
第
一
期
の
立
后
の
必
須
条
件
が
、
男
子
出
生

あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ぉ
、
立
后
者
の
後
見
力
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
章
で
「
光

町
か
ら
浮
和
後
宮
ま
で
の
立
一
信
者
四
名
は
、
そ
れ
程
大
き
な
後

を
持
た
な
い
。
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
立
后
に
比
較

の
と
と
で
あ
る
。
同
今
後
宮
内
に
男
子
出
生
者
が
複
数
存
在
し

合
に
は
、
正
統
性
の
高
い
方
（
内
鋭
王
な
ど
）
若
し
く
は
後
見

大
き
い
方
が
立
后
し
て
い
る
。
な
お
、
立
后
吋
能
な
キ
サ
キ
は

期
で
は
妃
・
夫
人
、
第
三
期
以
降
は
妃
・
女
御
と
な
っ
て
い
る

こ
れ
は
、
医
ド
の
女
子
の
場
合
は
そ
の
後
一
品
で
最
も
自
主
妃
の
別

強
大
な
後
見
力
を
も
と
に
半
ば
強
引
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

こ
の
例
に
よ
り
同
ド
の
立
后
が
正
当
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ

う
に
な
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
つ
ま
り
、
光
明
子
の
立
后
を
前

し
て
民

F
の
立
后
を
行
う
こ
と
が
吋
能
な
状
態
に
な
っ
た
と
は

内
親
王
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
者
が
立
后
す
べ
き
と
の
認
識
が

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
内
親
王
が
後

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
し
か
も
、
柄
人
内
親
王
は
桓
武
帝
に

血
筋
を
持
っ
て
お
り
、
傍
系
で
あ
る
光
仁
天
皇
系
の
桓
武
帝
の

性
を
強
調
す
る
に
は
、
一
個
人
内
親
王
の
立
后
は
望
ま
し
か
っ
た

わ
れ
る
。
）
臣
ド
の
藤
原
乙
牟
漏
が
立
后
し
て
い
る
。
こ
れ
は

内
親
王
に
所
生
皇
子
が
な
く
、
立
后
資
格
が
な
か
っ
た
た
め
と

る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
つ
い
て
は
、
①
と
同
様
、
平
城
後
宵
の
朝
原
内
親
王
や
大
宅

王
に
所
生
皇
子
が
な
く
、
立
后
資
格
が
な
か
っ
た
た
め
だ
と
思

る
。
な
お
、
平
城
後
宮
に
は
男
子
出
生
者
で
あ
る
伊
勢
継
子
・

藤
子
・
紀
魚
員
が
い
た
が
、
彼
女
ら
は
従
四
位
下

1
従
五
位
下

り
、
そ
の
皇
妃
の
別
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
位
階
か
ら
考

女
御
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
（
例
え
ば
更
衣
。
た
だ
し
更
衣
の
初

嵯
峨
後
ty円
で
あ
る
。
）
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
期
の

者
が
立
市
前
は
妃
・
夫
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
‘
彼
女

所
生
の
皇
子
は
立
太
子
に
不
適
当
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
た
め
彼

は
立
町
で
き
ず
、
平
城
朝
は
立
后
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

内
〈
リ
qf臼



第
一
一
期

、寸

o
v
I
t
J

L

、
一
日

た
す
も
の

要
同
が
あ

い
と
思
う

第
二
期

後
宮
に
は

（
仁
明
後

藤
原
高
子

陽
成
後
宮

見
力
は
持

い
て
も
立

は
、
妃
（

に
は
男
子

つ
い
て
は

ら
考
え
て

お
、
当
時

「
女
御
」

位
で
あ
っ

こ
の
よ

L
U
貯
が
な

示
和
の

和
上
自
主
・

順
子
所
生

が
、
当
時

一
二
守
没
後

の
後
宮
非
常

一
月
一
藤

）
そ
れ

．
光
孝

た
な
い

后

可

能

内
親
王

出
生
汗

自

主

妃

女
御
に

の
後
宮

は
立
后

た
。
）

う
に
、

さ
れ
て

変
に
よ

母
皇
太

の
道
成

仁
明
後
十
明

立
后
可
能
な
者
が
後
常
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

い
な
い
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

り
、
当
時
宅
太
子
で
あ
っ
た
恒
貞
親
王
（
父
故
淳

后
正
子
内
親
王
）
が
廃
さ
れ
、
仁
明
皇
子
で
藤
原

親
王
（
後
の
文
徳
帝
）
が
立
太
乙
J

し
た
の
で
あ
る

宮
で
は
、
立
后
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
藤
原

後
宮
に
お
い
て
最
も
後
見
力
の
大
き
か
っ
た
順
子

の

う

ち

前

下

の

仁

明

後

百

・

文

徳

後

宵

・

清

和

に
大
き
な
後
見
力
を
持
つ
男
子
出
竺
者
が
お
り
、

原
順

F
、
文
徳
後
宮
二
勝
原
明
子
、
消
和
後
日

ぞ
れ
の
所
止
し
皇
子
は
後
に
即
位
し
て
い
る
。
ま
た

後
｛
円
・
宇
多
後
宮
に
は
、
藤
原
順
子
等
ほ
ど
の
後

も
の
の
、
男
子
出
牛
者
で
あ
り
、
皇
妃
の
別
に
つ

な
女
性
が
い
た
。
（
当
時
立
后
可
能
で
あ
っ
た
の

の
み
）
か
、
女
御
で
あ
り
光
孝
後
日
・
宇
多
後
宵

で
あ
る
久
御
が
存
布
し
た
。
ま
た
、
陽
成
後
宮
に

の
別
が
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
杭
階
か

相
直
守
し
た
と
忠
わ
れ
る
男
子
出
々
し
者
が
い
た
。
な

に
お
い
て
は
「
夫
人
」
の
例
が
途
絶
え
て
お
り
、

前
の
臣
下
出
身
の
久
性
に
与
え
ら
れ
る
最
高
の
身

の

仁

明

朝

か

ら

宇

多

朝

に

か

け

て

は

立

后

は

例

も

な

の
立
后
条
件
で
あ
る
「
男
子
出
牛
者
で
あ
る
こ
と
」
を
満

が
い
な
か
フ
た
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
他
の

っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
以
ド
‘
考
察
を
進
め
て
い
き
た

、ー＿；

変以の

化降高
しはい
て夫者
い人が

なの立

い例0・
。が可

な能
いで
。あ

第

期
の
立
后

~ ~i 

た

と

い

う

意

味

で

あ

り

（

第

三

期

と
れ
は
、
平
安
時
代
全
般
を
通
じ
て

関
す
る
考
察

が

立

后

し

て

い

な

か

っ

た

要

閃

と

し

て

以

下

の

点

が

考

え

ら

れ

る。
①
立
后
に
伴
う
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め

③
良
一
回
、
か
承
和
の
変
を
両
策
し
て
い
た
た
め

ま
ず
①
で
あ
る
が
、
一
会

iV
没
後
の
「
明
後
宮
に
順
子
よ
り
も
後
見
力

で
勝
っ
て
い
る
男
子
市
生
者
は
い
な
か
づ
た
。
ま
た
、
男
子
出
生
者

で
な
く
て
も
、
順
子
以
上
の
後
見
力
を
持
つ
女
御
は
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
順
子
に
は
立
后
を
急
ぐ
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
な
后
に
は
リ
ス
ケ
が
伴
う
。
そ
の
こ
と
は
、
女
亀
一
二
年
（
七
七

二
）
、
母
井
卜
内
規
正
の
事
件
を
珂
向
と
し
て
他
戸
親
ぶ
し
が
廃
太
子

さ
れ
た
事
件
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
所
生
白
王
子
の
立
太
子
が
近
い

状
態
な
ら
ま
だ
し
も
、
中
J

時
は
恒
向
一
親
王
が
な
太
子
し
て
お
り
、
順

子
所
生
の
道
康
親
王
の
立
太
子
は
不
吋
能
、
だ
づ
た
。
（
同
様
の
状
況

に
あ
り
な
が
ら
嵯
峨
後
宮
で
は
繍
嘉
符
子
が
、
一
η
和
後
一
片
で
は
正
子

内
親
ア
て
が
立
后
し
て
い
る
が
、
ぶ
知
n
f
の
場
合
は
、
嵯
峨
後
宮
に
は

藤
原
緒
夏
が
お
り
、
緒
夏
が
皇
子
を
生
ん
で
立
后
吋
能
な
状
態
に
な

る
前
に
姦
智
子
が
立
后
し
な
け
れ
ば
、
嘉
智
子
の
立
后
が
難
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
た
た
め
だ
と
忠
わ
れ
る
。
ま
た
、
正
子
内
親
子
の
場

合
は
．
正
子
内
親

E
の
立
折
前
、
淳
和
天
皇
即
位
直
後
に
故
東
宮
妃

古
川
津
内
親
王
に
単
一
訂
が
追
贈
さ
れ
て
お
り
、
向
上
山
内
親
王
所
生
の
相
一

世
親
王
よ
り
も
正
子
内
親
主
所
生
の
恒
点
親
王
の
立
太
子
を
布
利
に

す
る
た
め
に
、
正
子
内
親
王
の
立
后
が
必
要
だ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
高
志
内
親
王
は
淳
和
帝
の
異
母
妹
、
正
己
』
内
親
会
十
の
父

の
嵯
峨
L
L

白
土
の
同
母
妹
で
あ
り
、
匡
子
内
親
王
に
後
見
力
で
は
劣
っ

て
い
な
か
っ
た
。
）
ま
た
、
当
時
は
嵯
峨
系
と
浮
和
系
が
繰
り
返
し

立
太
子
・
即
位
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
と
は
a

一
パ
え
、
恒
貞
親
会
十
ぬ
の

後
見
力
の
大
き
さ
や
血
筋
の
良
さ
か
ら
、
一
何
一
点
親
王
が
直
系
と
見
な

さ
れ
て
お
り
河
内
祥
輔
氏
の
説
の
よ
う
に
、
仁
明
が
自
己
を
傍
系
と

認
識
し
て
い
た
た
め
、
順
子
の
立
后
を
あ
え
て
行
わ
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
良
民
は
恒
貞
親
王
の
も
と
に
矢
子
を
入
内

さ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
良
一
対
に
と
っ
て
は
煎
系
は
仁
明
で
あ
っ

た
と
忠
わ
れ
る
。
そ
の
良
房
が
順
子
の
史
后
を
行
わ
せ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
の
要
凶
と
し
て
は
、
前
述
の

2
点
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。

相
一
貞
親
王
が
廃
さ
れ
た
の
は
恒
貞
税
七
｜
七

f
（
満
年
齢
）
の
時

で
あ
る
。
当
時
良
一
肘
の
娘
明
子
は
十
三
才
だ
っ
た
た
め
入
内
さ
せ
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
妹
の
内
子
（
後
文
徳
後
百
に
入
内
）
は
、

そ
の
父
冬
継
の
没
年
か
ら
考
え
て
（
冬
継
晩
年
の
子
と
し
て
も
）
恒

貞
親
正
と
ほ
ぼ
同
年
令
で
あ
り
、
人
内
吋
能
で
あ
る
。
し
か
し
方
子

を
入
内
さ
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
良
民
は
い
帆
点
（
親
王
を
直
系

仁
明
帝
を
傍
系
と
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
は
ま
だ
立
市
の
必
須
条
件
が
男
子
出
生
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

そ
の
た
め
平
く
入
内
し
た
方
が
有
利
で
あ
り
、
相
貞
親
王
の
皇
子
が

将
来
立
太
子
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
古
子
の
入
内
を

図
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
②
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
良
一
民
が
承
和
の
変
を
画
策
し
て
い

た
ら
、
承
和
の
変
以
前
に
順
子
が
立
后
す
る
の
は
都
合
が
悪
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
順
子
の
し
は
后
は
、
順
子
所
生
の
皇
子
の
立
太
子

を
意
味
す
る
。
「
道
康
親
王
↓
次
の
皇
太
子
t

一
と
い
う
凶
式
が
示
和

の
変
以
前
に
生
じ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
順

f
は
丘
町
で
き
る
状
態

に
あ
り
な
が
ら
立
后
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
承
和
の
変
に
よ
り
、
仕
し
母
が
立
后
で
き
る
状
態
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
立
后
し
て
い
な
い
皇
子
の
叱
太
子
と
い
う
初
例
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
立
町
し
て
い
な
く
て
も
後
見
力
が
大
き
け

れ
ば
そ
の
所
生
県
子
の
立
太
子
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
じ

た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
強
大
な
後
見
力
を
持
つ
厳
原
明
子
・
藤
原
高

子
が
と
の
方
法
を
跨
襲
し
た
た
め
、
文
徳
後
宮
・
清
和
後
宮
で
も
立

后
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

腸
成
後
宮
で
立
町
が
な
か
っ
た
の
は
、
陽
成
帝
即
佼
時
に
立
一
釘
可

能
な
者
に
所
牛
皇
子
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
陽
成
後
宮
に
は
有

力
貴
族
の
女
子
は
入
内
し
て
い
な
い
が
、
陽
成
帝
と
一

J
違
い
の
宇

多
帝
の
後
宮
に
街
力
貴
族
の
女
子
が
何
名
も
入
内
し
て
い
る
こ
と
を

与
え
る
と
、
入
内
可
能
な
年
齢
の
女
子
の
不
足
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

何
ら
か
の
立
問
か
事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

次
の
光
苧
帝
は
陽
成
常
の
h

ぷ
位
を
受
け
て
立
太
子
せ
ず
に
即
位
し

た
。
こ
の
光
孝
後
符
に
は
基
経
女
佐
美

pf
が
入
内
し
て
い
る
が
、
所

生
ハ
ヤ
子
が
な
く
し
斗
后
不
可
能
だ
づ
た
。
ま
た
班
子
女
王
に
は
ゐ
＋
一
山
王
子

が
あ
っ
た
が
、
即
位
の
今
一
ヶ
月
後
に
賜
姓
源
氏
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
光
孝
が
皇
子
に
呈
紋
を
譲
る
つ
も
り
は
な
い
と
の
意
思
表

示
と
見
ら
れ
、
皇
子
に
譲
位
す
る
つ
も
り
が
な
い
以
上
、
そ
の
生
母

の
立
町
も
必
要
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

宇
多
一
後
宮
に
は
、
基
経
女
滋
子
が
い
た
が
、
所
乍
自
主
子
が
な
か
っ

た
。
所
生
白
王
子
の
あ
る
女
御
も
い
た
が
、
立
后
が
な
か
っ
た
の
は
、

基
経
が
立
后
を
防
い
で
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
権
力
者
に
と
っ
て
皇
后
不
在
期
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

入
内
さ
せ
た
娘
ら
に
所
牛
皇
子
が
な
く
、
他
の
女
御
に
所
生
皇
子
が

あ
っ
一
た
と
し
て
も
、
後
見
力
さ
え
勝
っ
て
い
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
皇

子
の
誕
生
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
上
、
在

后
の
持
つ
リ
ス
ク
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
有
力
貴
族
に
と
っ
て
は

非
常
に
都
合
の
良
い
十
刀
法
で
あ
っ
た
。

r一一、

一ー一一、一司J

第
三
期
の
立
后
に
関
す
る
考
察

F
「
u
q／
“
 

こ
の
内
t

后
不
ト
住
期
が
中
断
さ
れ
た
の
が
、

は
特
別
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

醍
醐
皇
子
で
立
太
子
し
た
の
は
藤
原
穏
子
所
生
の
保
明
親
王
で
あ

り
、
穏
子
の
兄
時
平
ら
の
後
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
穏
子

は
立
后
し
て
お
ら
ず
、
女
御
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
も
し
保
明
親
王
が

即
位
し
て
い
た
な
ら
、
穏
子
は
そ
の
ま
ま
立
后
せ
ず
、
皇
后
不
在
期

は

継

続

さ

れ

て

い

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

し

か

し

保

明

親

王

は

即

位
前
に
東
宮
の
ま
ま
没
し
た
。
当
時
穏
子
に
は
他
に
皇
子
が
な
く
、

女
御
所
生
の
醍
醐
皇
子
と
し
て
は
、
源
和
子
（
醍
醐
異
母
妹
）
所
生

の
岱
明
親
王
・
式
明
親
王
・
布
明
親
王
の
三
皇
子
が
い
た
。
保
明
親

王
亡
き
あ
と
立
太
子
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
今
－

q
rの
い
ず
れ
か
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
立
太

f
し
た
の
は
こ
の
二
一
皇
子
の
誰
で
も
な
く
、
保
明

親
王
の
子
の
慶
頼
r
一
し
で
あ
っ
た
。
慶
頼
正
の
付
は
時
一
山
下
・
反
仁
詩
子
で

あ
り
後
見
力
は
大
き
い
も
の
の
、
慶
頼
一
士
は

n王
子
で
は
な
い
。
皇
係

醍
醐
朝
で
あ
る
。

そ
才l



が
立
太
子
す
る
と
い
う
の
は
、
一
大
武
常
の
自
主
孫
、
軽
皇
子
（
後
の
文

武
常
）
の
立
太
子
以
来
、
二
百
ム
一
ト
l
L
ハ
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
軽
自
君
子
の
立
太

f
も
慶
頼
王
の
L
U
太
子
と
状
況
は
同
様
で
あ
り
、

父
で
あ
る
皇
太
子
草
壁
親
王
の
死
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
山
－

時
、
草
貯
h

親
王
に
は
兄
弟
は
お
ら
ず
、
立
太
子
に
ふ
さ
わ
し
い
一
大
武

皇
子
は
幾
人
も
い
た
の
で
あ
る
が
、
祖
母
持
統
借
の
意
思
に
よ
り
軽

自
王
子
が
立
太
子
し
た
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
要
同
の
一
つ
に
、
軽
皇

子
の
正
統
性
が
強
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
軽
内
王
子
は
天
皇

を
組
父
に
持
ち
、
内
親
王
で
あ
る
時
の
帝
そ
祖
母
に
持
ち
、
内
親
王

を
付
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
軽
皇
子
は
慶
頼

E
と
は
異

な
り
、
天
皇
を
祖
父
に
持
ち
、
内
親
王
で
あ
る
時
の
帝
を
祖
母
に
持

ち
、
同
じ
く
内
親
王
を
母
に
持
っ
て
い
る
。
こ
の
軽
皇
子
に
比
べ
る

と
、
慶
頼
王
の
な
太
子
は
難
し
い
。

そ
れ
を
補
っ
た
の
が
、
担
母
穏

f
の
立
后
で
あ
っ
た
。
む
子
は
慶

頼
王
の
立
太

f
の
わ
ず
か
一
－
一
日
前
に
立
后
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

慶
頼
王
の
正
統
性
を
強
調
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
隠
子

は
当
時
懐
妊
し
て
お
り
、
や
が
て
生
ま
れ
る
子
が
男
子
で
あ
っ
た
場

合
に
そ
の
子
を
立
太
子
さ
せ
る
た
め
の
布
七
と
し
て
の
茸
味
も
持
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
穏
子
の
立
后
は
、
慶
頼
主
立
太
子

に
つ
な
が
り
、
慶
頼
王
が
東
宮
で
没
し
た
後
の
克
明
規
王
（
慶
頼
王

立
太
子
の
問
ケ
丹
後
に
生
ま
れ
た
。
）
の
立
太
子
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
な
っ
た
。

な
お
、
穏
子
の
な
后
は
、
孫
の
慶
頼
王
の
祖
母
と
し
て
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
男

f
山
生
省
が
し
は
后
す
る
と
い
う
、
第
一

期
の
立
病
と
同
様
の
性
質
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
四
〕

第
四
期
の
立
后
に
関
す
る
考
察

第
四
期
は
、
朱
雀
・
村
上
朝
で
あ
る
。
こ
の
第
凶
期
に
は
、
先
の

隠
子
の
立
后
か
ら
、
立
后
に
よ
る
正
統
性
の
強
調
や
後
見
力
の
璃
L
人

と
い
う
考
え
方
が
生
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
が
第
二
－
期
（
穏

子
立
一
訂
以
前
）
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
立
后
の
必
須
条

件
は
男
子
出
生
者
で
あ
る
ご
と
だ
っ
た
。
朱
雀
後
宮
に
は
、
所
生

皇
子
の
あ
る
友
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
立
后
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

村
上
皇
子
で
L
U
太
子
し
た
の
は
、
藤
以
安
子
所
生
の
憲
一
半
親
王
で

あ
る
。
当
時
、
安
子
は
し
は
后
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
安
子
の
立
后
の

一
年
半
後
に
安
子
の
父
で
あ
り
憲
平
聖
子
の
後
日
比
者
で
あ
っ
た
師
輔

が
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
輔
亡
き
後
の
憲
平
親
王
の
後
見
力
を

増
大
さ
せ
る
た
め
の
立
后
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

〔
五
〕

第
五
期
の
立
后
に
関
す
る
考
察

第
五
期
の
立
市
は
、
冷
泉
後
宵
（
口
日
子
内
親
王
）
、
円
融
後
宮

（
藤
原
担

f
・
藤
原
遵

f
）
、
一
条
後
宵
（
藤
原
定
子
・
隊
原
彰
子
）

一
－
条
後
宵
（
藤
原
掛
子
・
藤
原
賊
子
）
、
後
a

条
後
宮
（
藤
原
威
子
）

後
朱
雀
後
宮
（
禎
子
内
親
正
・
藤
原
雄
子
）
、
後
冷
泉
後
宮
（
章
子

内
親
王
・
藤
原
寛
子
・
厳
原
歓
子
）
後
二
条
後
宮
（
馨
子
内
親
王
）

の
卜
問
例
で
あ
る
。

こ
の
第
五
期
の
な
后
に
は
、
そ
れ
以
前
に
な
い
幾
つ
か
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
。

①
男
子
出
生
存
で
な
く
て
も
立
町
川
能
に
な
っ
た
。

②
由
よ
り
、
な
后
で
き
る
状
態
に
な
り
次
第
立
后
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

⑤
「
皇
后
凹
人
例
」
の
新
例
が
聞
か
れ
た
。

④
「
一
帝
二
后
」
の
新
例
が
開
か
れ
た
。

こ
の
う
ち
①
・
②
は
、
冷
泉
朝
か
ら
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
③

・
④
は
－
条
朝
に
見
ら
れ
る
。
ま
ず
そ
れ
以
前
数
百
年
に
渡
っ
て
守

ら
れ
て
き
た
、
「
男
子
出
生
者
の
み
立
后
吋
能
」
と
い
う
原
則
が
破

ら
れ
た
冷
泉
後
百
の
立
后
事
情
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一26
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冷
泉
後
宮
に
お
け
る
立
后

冷
泉
後
宮
の
日
川

f
内
親
王
の
立
后
に
は
、

の
特
異
性
が
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
な
い
一
一
つ



－
所
生
自
主
子
れ
き
丘
一
h
で
あ
る
C

2

天
皇
即
位
前
の
L

は
后
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
異
例
の
す
一
戸
川
が
な
さ
れ
た
要
国
の
一
つ
と
し
て
、
昌

子
内
親
王
自
身
の
持
つ
怠
味
と
い
う
も
の
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

昌
子
内
親
王
は
、
朱
雀
士
一
巾
と
女
御
照
子
女
王
（
川
休
明
親
王
女
）
と

を
一
両
親
と
し
て
い
た
が
、
チ
一
人
と
も
日
子
内
親
王
が
幼
い
時
に
没
し

て
お
り
、
伯
父
の
村
上
帝
に
養
育
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
後
ろ
楯
の

な
い
姪
を
村
上
帝
は
’
H
分
の
娘
以
上
に
気
に
掛
け
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
自
分
の
作
命
中
に
早
子
で
あ
り
引
太
子
で
あ
る
憲
平
視
王
の
も

と
に
入
内
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

村
上
帝
の
崩
御
を
受
け
て
宜
甲
山
千
親
七
は
即
位
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
に
日
子
内
親
王
が
立
后
し
た
と
い
う
の
は
、
村
上
山
巾
が
、

’H
分
の
死
に
よ
り
後
ろ
楯
を
な
く
す
ハ
子
肉
親
王
の
行
く
末
を
思
い

や
づ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
で
怠
味
を
持
っ
て
く
る
の
が
、

そ
れ
以
前
は
「
男
子
出
生
以
刊
の
み
立
后
可
能
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

ま

で

は

、

立
店
は
男
子
出
止
し
私
自
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
自
明
后
所
生
辛
子
の
立

太
子
・
即
位
は
確
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
は
后
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
所
生
皇
子
の
地
作
は
他
の
皇
子
よ
り
も
数
段
優
れ
た
も
の
と
な

コ
た
。
そ
の
こ
と
去
、
逆
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
が
日
子
内
純
正

の
立
后
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
と
も
と
早
市
と
は
内
親
王
か
そ
れ
に
準
ず
る
者
が
立
つ
も
の
で

あ
っ
た
が
、
山
i

時
は
す
后
が
後
日
比
力
の
有
無
に
ト
八
き
く
影
酬
持
さ
れ
て

い
た
。
当
時
、
憲
平
親
王
の
後
宮
に
は
、
口
日
子
内
規
正
の
他
に
大
納

古
伊
升
交
懐
子
が
入
内
し
て
い
た
。
ま
た
、
兼
家
失
起
子
の
入
内
、
も

予
慰
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
日
日
子
内
観
王
以
外
の
女

f
に
皇
子

が
誕
牛
し
た
場
合
に
は
、
口
u
f
内
規
王
の
し
弘
前
は
－
小
川
4

能
に
な
る
の

は
確
実
で
あ
る
し
、
一
一
会
人
全
日
に
皇
子
が
誕
小
ん
し
た
場
九
日
に
も
、
後

見
力
の
肢
も
小
さ
い
口
什
子
内
親
王
が
史
民
す
る
の
は
非
常
に
難
し
く

な
る
の
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
た
村
上
z

愉
が
、
そ
う
な
る
前
に
品
L
J

内

親
王
の
L
V
后
を
同
り
、
そ
れ
に
よ
り
昌
子
内
紛
王
自
身
の
地
位
を
確

実
な
も
の
と
し
、
一
村
米
午
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
皇
子
の

zv
太
子
に
備
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
c

し
か
し
、
昌
子
内
親
王
の
し
江
町
は
そ
れ
以
前
の
立
后
に
比
べ
る
と

強
引
な
も
の
で
あ
る
。
他
の
有
力
貴
放
が
反
対
し
た
ら
、
村
上
帝
一

人
で
は
成
し
符
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
考
え
た
い
の
が
、

当
時
の
状
況
で
あ
る
。

当
時
中
市
山
平
親
王
の
後
宮
に
い
た
の
は
伊
戸
女
懐
子
で
あ
り
、
入
内

が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
が
兼
家
女
起
子
で
あ
る
。
伊
戸
も
兼
家
も
師

輔
系
で
あ
り
、
時
の
一
の
人
実
頼
に
は
甥
に
あ
た
る
が
、
実
頼
は
弟

師
輔
の
系
統
の
方
が
作
権
勢
が
勝
ソ
て
い
る
こ
と
に
あ
せ
り
を
感
じ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
懐
子
・
超
子
の
い
ず
れ
が
立
后
し
で
も
、
栄
え

る
の
は
師
純
系
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
方
法
と
し

て
実
頼
は
H
H
f
内
親
王
の
立
后
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
前
述
の
と
お
り
、
日
日
子
内
観
王
に
は
特
別
な
後
ろ
楯
が
な
い
。

つ
ま
り
昌
子
内
線
王
が
立
后
し
、
そ
の
子
が
立
太
子
し
た
と
こ
ろ
で
、

政
治
的
に
優
故
に
立
つ
人
物
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
と
の
立
后
は
実
頼
に
も
都
合
が
良
く
、
反
対
し

た
と
は
与
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
当
時
右
大
臣
で
レ
め
っ
た
源
高
明
に
と
っ
て
、
昌
子
内
鋭
王

は
姪
に
あ
た
る
。
高
明
に
と
っ
て
も
口
子
内
親
王
の
立
后
は
都
合
が

良
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
所
牛
円
王
子
が
な
い
昌
子
内
親
王
の
異

例
の
立
市
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
方
法
は
そ
の
後
、
有
力
貴
族

に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

円

i
内ノ
U

〆’ー＼
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冷
泉
朝
以
降
の
立
后
に
つ
い
て

冷
泉
朝
以
降
の
第
五
期
の
L
U
J
M
に
お
い
て
は
、
後
見
力
、
父
兄
弟

の
綱
常
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
同
母
や
宅
太
后
等
と
い
っ
た
後
宮
に
お

け
る
発
汗
力
を
持
つ
人
々
と
の
関
係
が
煮
要
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
‘

児
子
出
生
H
X

刊
の
み
史
后
可
能
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
し
比
后
で
き
る
だ
け
の
後
ろ
楯
を
持
つ
矢
子
し
か
立
后
で
き
な
く

な
り
、
立
后
を
ね
ら
え
る
伝
子
が
減
少
し
た
た
め
人
内
討
の
減
少
を



導

い

た

。

つ

ま

り

、

強

力

な

後

ろ

楯

を

持

つ

女

子

所

生

の

皇

子

し

か

立

太

子

・

即

位

が

で

き

な

く

な

っ

た

の

で

あ

り

、

こ

の

こ

と

が

、

権

力
者
の
女
子
に
よ
る
立
后
の
独
占
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
入
内
者
の
減
少
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
る
と
急
激
と
一
一
一
同
っ

て
も
良
い
ほ
ど
の
与
子
の
減
少
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
冷
泉
後
宮
で

立
后
し
た
日
H
f
内

親

王

に

は

そ

の

後

も

聖

子

が

生

ま

れ

ず

、

県

市

に

所
牛
聖
子
が
な
い
と
い
う
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

立

太

子

の

前

段

階

と

し

て

の

立

后

と

い

う

性

格

に

変

化

が

生

じ

た

と

考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
「
皇
后
四
人
例
」
「
．
帝
宇
一
后
」
の
新
例
が
聞
か
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
条
朝
に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
．
条
胡
引
に
お
け
る
摂
関
の
権
力
の
大
き
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
権
力
の
大
き
さ
」
と
は
、
時
の
摂
関
と
一

条
信
と
の
血
縁
関
係
に
本
づ
く
も
の
で
あ
り
、
一
条
帝
の
止
し
母
詮
子

が
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
詮
子
は
後
宵
に
お
い
て
絶
大
な
発
庁
力
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
詮
子
は
自
伝
后
で
は
な
い
。
詮
子
の
発
一
日
か
は
、

今
大
自
で
の
牛
母
で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
い
る
。
所
生
聖
子
を
持
つ
キ
サ

キ
以
外
の
な
后
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
生
半
子
の
な
い

日
后
が
牛
じ
た
。
そ
れ
ま
で
の
皇
后
の
後
店
で
の
発
言
力
は
、
そ
の

所

生

皇

子

が

皇

太

子

、

あ

る

い

は

天

皇

、

上

皇

で

あ

る

こ

と

に

依

る

と

こ

ろ

が

大

き

か

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

皇

太

子

、

天

皇

の

生

母

の

後

宮
で
の
発
一
言
力
の
大
き
さ
は
そ
の
後
も
か
わ
ら
ず
、
と
こ
に
お
い
て

は
、
円
融
自
主
后
よ
り
も
一
条
生
母
の
方
が
後
宮
で
の
発
J

一
け
力
が
大
き

く
な
る
と
い
う
状
況
を
も
た
、
り
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
詮
子
の
発

言
力
の
大
き
さ
が
、
そ
の
父
、
兄
弟
が
摂
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

も
依
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

内
親
王
入
内
の
持
つ
意
味
の
変
遷
に
つ
い
て

上
記
の
よ
う
に
、

し
た
の
で
あ
る
が
、

立
后
の
持
つ
意
味
は
一
平
安
時
代
を
通
じ
て
変
化

そ
れ
に
伴
い
内
親
王
入
内
の
意
味
も
変
化
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
立
一
れ
の
持
つ
怠
味
の
変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら

内
親
王
入
内
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

光
仁
後
宮
か
ら
後
二
一
条
後
宮
ま
で
の
内
親
王
の
入
内
は
、
そ
の
性

格
に
よ
っ
て
次
の

3
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

－

八

1
九
抑
紀
（
光
仁

1
淳

和

朝

）

に

お

け

る

内

親

王

入

内

H

九

世

紀

後

V
E
1
－
世
が
札
（
醍
醐

1
円
融
制
別
）
に
お
け
る
内
親

王
入
内

面

頼

通

摂

間

期

（

後

朱

雀

1
後
二
条
朝
）
に
お
け
る
内
規
正
人

付

こ
の
う
ち
第

I
期

は

、

立

后

が

立

太

子

の

全

段

階

と

し

て

の

性

絡

を

持

っ

て

い

た

時

期

で

あ

る

。

第

E
期
は
立
后
の
持
つ
丘
味
が
変
化
し

て

い

く

時

期

に

あ

た

り

第

直

期

は

立

后

が

立

太

子

の

全

段

階

と

し

て
の
性
絡
を
持
た
な
く
な
っ
た
時
期
に
該
当
す
る
。
こ
の
よ
う
な
立

后
の
持
つ
立
味
の
変
遷
に
伴
い
、
内
親
王
入
内
の
性
格
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
ツ
た
の
だ
ろ
う
か
。

、、_j

八

1
九
世
紀
に
お
け
る
内
親
王
入
内
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八

1
九
府
紀
に
か
け
て
の
光
仁
・
一
和
一
武
・
一
平
城
・
勝
峨
・
一
浮
和
の

五
後
宮
に
は
、
連
続
し
て
以
ド
の
七
内
親
玉
が
入
内
し
て
い
る
。

光

仁

後

宮
i
！
井
ト
内
親
王
（
異
母
妹
）

い
和
一
武
後
宮

l
裕
人
内
親
王
（
異
母
妹
）

平
城
後
宮
｜
朝
原
内
規
正
（
異
母
妹
）

（
異
母
妹
）
嵯
峨
後
宮
｜
尚
津
内
親
王

淳

和

後

宮

l
高
ぶ
内
親
王

大
宅
内
親
王

（
異
持
妹
）

（
異
母
妹
）

LL 
子
内
親

王

（
姪
）

＊
カ
ッ
コ
内
は
そ
の
天
皐
と
の
血
縁
関
係

こ
の
よ
う
に
、
内
親
王
が
ど
の
後
宮
に
も
入
内
し
て
い
る
こ
と
の
要

凶

の

一

つ

と

し

て

、

内

親

王

が

入

内

す

る

と

い

う

と

と

に

関

す

る

認

識
が
挙
げ
ら
れ
る
。
聖
武
朝
以
前
は
令
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
、
立

后

す

る

の

は

内

親

王

も

し

く

は

そ

れ

に

探

ず

る

女

王

で

あ

る

と

い

う



認
識
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
聖
武
朝
に
お
い
て
臣
ド
の
女
子
が
丘
后

し
た
後
も
変
わ
ら
ず
怠
議
さ
れ
て
い
た
と
と
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

第

I
期
に
お
い
て
は
、
入
内
吋
能
な
内
親
王
が
あ
れ
ば
入
内
す
べ
き

と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
産
し
た
い
の
は
、
も
う
一
つ
の
要
肉
で
あ
る
。
入
内
し

た
内
親
王
の
う
ち
、
井
上
内
親
王
は
聖
武
皇
女
で
あ
り
、
酒
人
内
親

王
は
聖
武
の
孫
、
朝
原
内
鋭
王
は
型
式
の
曾
孫
で
あ
る
。
（
聖
武
帝

l
井
上
内
親
王

i
酒
人
内
親
王

i
朝
原
内
親
七
〕

一
方
、
光
仁
帝
は
天
智
皇
子
の
施
基
z

里
子
の
子
で
あ
り
、
当
時
直

系
と
認
識
さ
れ
て
い
た
噌
武
帝
と
は
血
縁
的
に
速
い
関
係
に
あ
っ
た
。

そ
の
光
仁
が
即
位
し
た
の
は
、
河
内
祥
輔
氏
が
『
古
代
政
治
史
に
お

け
る
天
皇
制
の
論
煙
』
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
単
一
武

皇
交
の
井
上
内
親
王
が
嫁
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
聖
武
系
の
内
親
王
の
入
内
が
連
続
す
る
の
は
、
女
系
に
よ

る
聖
武
系
の
皇
統
継
続
（
安
積
親
王
の
死
に
よ
り
男
系
に
よ
る
堅
一
統

継
続
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
（
こ
れ
は
五
世
紀
の
欽
明
・
敏
達
・
用
明
後
宮
へ
の
仁
賢
系

皇
女
の
入
内
と
酷
似
し
て
い
る
。
）
な
お
、
平
城
朝
以
降
、
聖
武
系

以
外
の
内
親
王
の
入
内
が
続
く
の
は
、
聖
武
系
の
内
親
王
が
い
な
く

な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
内
親
王
を
母
に
持
た
な
い
平
城
・
嵯
峨
・
淳

和
ら
の
正
統
性
強
化
の
目
的
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

淳
和
後
宮
に
一
一
内
親
王
が
入
内
し
た
の
を
最
後
に
、
約
百
年
間
内

綴
王
の
人
内
は
見
ら
れ
な
い
。
（
陽
成
後
世
の
綴
子
内
親
王
は
天
県

議
位
後
の
入
内
と
考
え
ら
れ
る
。
）
こ
れ
は
、
左
大
臣
が
ほ
ぼ
常
時

崖
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
と
重
な
っ
て
い
る
。
内
親
王
の
入
内
は
、

後
日
政
策
に
よ
り
権
力
を
強
化
し
て
い
く
藤
原
氏
に
と
っ
て
は
容
認

し
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
内
親
王
入
内
を
阻
止
し
う
る
だ
け
の
権
力

を
持
つ
公
卿
の
出
現
に
伴
い
γ

れ
わ
れ
に
く
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Z 『、

一
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九
世
紀
後
半

1
十
世
紀
に
お
け
る
内
親
王

入
内

乙
の
期
間
の
内
親
王
の
入
内
は
、
醍
醐
後
宮
へ
の
為
子
内
親
王

（
醍
醐
帝
の
叔
母
）
の
入
内
、
冷
泉
後
宵
へ
の
円
子
内
親
ド
L

（
冷
泉

帝
の
従
姉
妹
）
の
入
内
、
円
融
後
宮
へ
の
尊
子
内
親
王
（
円
融
惜
の

姪
）
の
人
内
の
コ
一
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
為
子
内
親
王
・
昌
子
内
親

王
の
入
内
は
、
後
見
者
で
あ
る
上
自
主
や
皇
太
夫
人
な
ど
の
意
に
よ
る

入
内
と
考
え
ら
れ
る
。
（
一
一
内
親
王
の
立
后
は
摂
関
の
い
な
い
時
期

に
あ
た
っ
て
い
る
。
）
ま
た
、
内
親
王
の
父
や
兄
が
上
皇
で
あ
っ
た

時
期
で
も
あ
り
、
内
親
王
入
内
が
比
較
的
存
日
初
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
立
太
子
の
全
段
階
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
立
后

は
冷
泉
後
宮
の
昌
子
内
親
王
の
立
后
が
初
例
で
あ
り
、
為
子
内
規
王

・
昌
子
内
親
王
の
入
内
時
は
立
后
は
立
太
子
の
前
段
階
と
し
て
の
も

の
で
あ
り
、
所
生
皇
子
を
持
つ
キ
サ
キ
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。

一
方
、
尊
子
内
規
王
の
人
内
時
に
は
、
円
融
後
宵
に
は
す
で
に
大

き
な
後
見
力
を
持
つ
藤
原
遵
子
と
藤
原
詑
子
が
入
内
し
て
お
り
、
尊

子
内
親
王
の
入
内
一
一
年
後
に
お
こ
っ
た
立
后
問
題
の
際
に
は
、
尊
子

内
親
王
は
そ
の
候
補
と
し
て
は
見
ら
れ
て
は
い
な
い
。
中
j

時
は
立
后

は
え
太
子
の
前
段
階
と
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
所
生
自
主
子
の
な
い

キ
サ
キ
も
立
后
吋
能
と
な
っ
て
い
た
が
、
尊
子
内
親
王
の
入
内
は
、

立
后
を
目
的
と
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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頼
通
摂
関
期
に
お
け
る
内
親
主
入
内

頼
通
摂
関
期
も
所
生
皇
子
の
な
い
キ
サ
キ
が
立
一
訂
し
て
い
る
時
期

で
あ
る
。
摂
関
に
と
っ
て
最
も
都
合
の
良
い
条
件
に
あ
る
こ
の
時
期

に
、
摂
関
に
と
っ
て
は
望
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
内
親
王
の
人
内

が
続
い
て
い
る
。
後
朱
雀
後
宮
の
禎
子
内
親
王
（
後
一
条
需
の
母
－
M

の
従
姉
妹
、
父
方
で
は
ふ
た
従
姉
妹
）
、
後
冷
泉
後
宮
の
章
子
内
線

王
（
後
冷
泉
帝
の
従
姉
妹
）
、
後
三
条
後
宮
の
馨
子
内
親
王
（
後
ゐ
企

条
声
巾
の
従
姉
妹
）
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
三
内
親
王
は
い
ず
れ
も

立
－
灯
し
て
い
る
。

鮫
関
に
と
っ
て
内
親
王
の
人
内
は
望
ま
し
く
な
い
。

間
た
ち
を
外
戚
に
持
た
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

内
親
王
が
摂

そ
の
点
が
摂



関
に
と
っ
て
望
ま
し
い
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
後
朱
雀
後
宮
に
禎

子
内
親
王
が
入
内
し
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

後
朱
雀
帝
に
は
即
位
前
に
道
長
女
嬉
子
が
入
内
し
て
い
た
が
、
嬉

子
は
天
皇
の
即
位
前
に
没
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
後
朱
雀
後
宮
に
は

他
に
キ
サ
キ
が
お
ら
ず
、
一
冗
服
後
の
皇
太
子
の
後
宮
に
東
宮
妃
が
一

人
も
い
な
い
と
い
う
状
況
は
と
れ
ま
で
に
例
が
な
く
、
誰
か
の
入
内

が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
当
時
摂
政
で
あ
っ

た
頼
通
に
は
入
内
可
能
な
女
子
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
一
五
、
頼

通
の
弟
、
教
通
や
頼
宗
に
は
入
内
可
能
な
女
子
が
あ
っ
た
。
教
通
や

頼
宗
の
女
子
が
入
内
す
る
と
、
教
通
あ
る
い
は
頼
宗
が
権
力
を
掌
握

す
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。
こ
れ
は
頼
通
に
は
避
け
た
い
こ
と
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
誰
か
を
入
内
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
道
長
の
外
孫
に
日
が
向
け
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

禎
子
内
親
王
は
、
頼
通
の
妹
妨
子
所
生
の
内
親
王
で
あ
る
。
様
子

内
親
王
の
立
后
に
よ
り
頼
通
以
上
に
権
力
を
強
化
で
き
る
公
卿
は
い

な
い
。
そ
の
点
を
考
え
て
、
禎
子
内
親
王
の
入
内
が
行
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
と
の
入
内
に
は
道
長
・
彰
子
共
に
賛

成
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
道
長
が
禎
子
内
親
A

上
を
厚
遇
し
て
い
た

の
は
、
そ
の
死
に
当
た
っ
て
「
禎
子
内
親
王
を
疎
略
に
忠
わ
ぬ
よ
う

に
。
」
と
遺
言
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
彰
子
は

当
時
女
院
で
あ
り
、
敦
良
親
王
（
後
の
後
朱
雀
帝
）
の
生
母
で
あ
り
、

時
の
天
皇
後
一
条
帝
の
生
母
で
も
あ
っ
た
。
も
し
彰
子
が
こ
の
入
内

に
反
対
で
あ
っ
た
ら
、
入
内
を
阻
止
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

し
て
い
な
い
の
は
、
彰
子
が
こ
の
入
内
に
少
な
く
と
も
反
対
し
て
は

い
な
か
っ
た
こ
と
の
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

後
冷
泉
後
宮
に
章
子
内
親
王
が
入
内
し
た
の
も
同
様
の
理
由
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
頼
通
に
入
内
可
能
な
た
子
は
お
ら
ず
、

教
通
ら
に
は
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
頼
通
の
妹
威
子
所
生
の
章

子
内
親
王
に
白
羽
の
矢
が
た
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後

三
条
後
寓
に
威
子
所
生
の
馨
子
肉
親
王
が
入
内
し
た
の
も
同
様
の
理

由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
三
内
親
王
の
入
内
に
お
い
て
は
、

頼
通
に
入
内
可
能
な
女

子
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
も

う
一
つ
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
存
花
が
あ
る
。
女
院
彰

子
で
あ
る
。
彰
子
は
禎
子
内
親
王
・
章
子
内
親
王
・
馨
子
内
親
王
の

叔
母
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
入
内
し
た
後
朱
雀
帝
の
生
母
、
後
冷

泉
帝
・
後
一
二
条
帝
の
祖
母
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
一
二
内
親
王
が
入
内
し

た
当
時
の
後
宮
に
お
け
る
彰
子
の
発
一
一
爵
力
は
絶
大
な
も
の
だ
っ
た
。

誰
よ
り
も
こ
れ
ら
の
入
内
を
阻
止
し
得
る
だ
け
の
権
力
を
持
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
三
内
親
王
が
入

内
し
、
そ
の
後
宮
内
で
誰
よ
り
も
早
く
立
后
し
て
い
る
こ
と
に
は
、

彰
子
の
力
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
一
一
．
内
親
王
が
入
内
・
立
后
で
き
た
の
は
、
コ
．
内
親
王
が
い

ず
れ
も
道
長
の
矢
子
所
坐
の
内
親
王
で
あ
り
、
摂
聞
に
と
っ
て
も
血

縁
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
当
時
後
宮
に
お
い
て
絶
大
な
発
一
一
丙

力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
彰
子
と
も
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
、
親
兄
弟
と
い
う
外
戚
を
持
た
な
い
と
い
う
内
親
王
の
持

つ
性
格
が
時
の
摂
関
頼
通
に
と
っ
て
都
合
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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